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要 旨 

 

現在の世界では、グローバル化によって、人、モノ、カネ、情報が国境を越えて日々行き

来している。これにより、様々なレベルで国や文化の枠を超えた異文化間のコミュニケーシ

ョンが一般的になっている。その中でも、英語は特に普遍性が高く、異文化コミュニケーシ

ョンの共通言語の 1 つとして認知されている。日本においても、英語教育の低年齢化や大学

のグローバル化の推進など、社会のグローバル化に対応するための試みがすでに始まってい

る。 

グローバル化は世界の距離を縮める一方で、異文化間での摩擦や衝突による問題も引き起

こし、時には人命に危害が及ぶこともある。異文化コミュニケーションは、誤解が当たり前

で理解は偶然の産物であるという言葉もあるほど、ミスコミュニケーションが当たり前のよ

うに生じるものである。しかし、例えばグローバルな課題は、そうしたミスコミュニケーシ

ョンに起因している場合もあり、少しでもそのミスコミュニケーションを緩和しようと試み

ることが、これからの社会のコミュニケーションを考えるうえで重要である。また、異文化

間ミスコミュニケーションの要因には様々なものが挙げられるが、その 1 つは小論の扱う異

言語間の対応語に見られる意味の差異である。この意味の差異を扱った研究はすでに多く存

在するが、異文化間ミスコミュニケーションの要因としてこれを扱ったものは数が少なく、

扱われたとしても、その記述は意味の差異の存在について注意を促すに留まっており、実際

にミスコミュニケーションや摩擦を誘発させるのか否か、実証が必要である。 

上記の問題意識に基づき、小論では主題を「異文化間ミスコミュニケーションの緩和を目

指して」とし、日・英語間の対応語に見出せる意味の差異とコミュニケーションへの影響に

ついて考察した。さらに小論では、異文化間ミスコミュニケーションの緩和策、延いてはグ

ローバル化社会において頻繁に生じる摩擦を和らげる方策の 1 つとして、「低コンテクスト

化」を提案した。 

具体的な流れ・内容としては、第 1 章では、小論の基盤ともいえるコミュニケーションと

ミスコミュニケーションそのものについて先行研究のレビューを行い、複数の意見や理論を

まとめている。第 2 章から第 3 章にかけては、日・英語間の対応語における意味の差異に着

目、その差異を明らかにした後、実際にコミュニケーションに影響を与えるかについて、過

去に起きた摩擦の事例を通じて検証を重ねた。結果的に、語や状況によって程度の差はある

ものの、意味の差異によって異文化間ミスコミュニケーション・摩擦が生じていることが示

された。 

異文化間ミスコミュニケーションを緩和する手段としては、文化的背景の異なる人々との

交流や活動を通した異文化理解が一般的なものとして挙げられる。しかし、文化について学

習し、そこで得た原則としての知識を個々の事例としての実際のコミュニケーションに活用

するような演繹的な方法では、すべてのミスコミュニケーションを緩和することはできない。

また、異文化コミュニケーションにおいては、コミュニケーションの参加者間で解釈・理解

の鍵となる共通の基盤が比較的共有されていないため、解釈・理解を受け手やコンテクスト
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に依存するような高コンテクストなコミュニケーションを行えば、ミスコミュニケーション

の程度は大きくなると考えられる。小論を締め括る第 4 章では、このような考えに基づき、

メッセージの伝達・解釈段階におけるコンテクストへの依存度を下げ、お互いの伝えたい内

容をより明示的・具体的にしていく、コミュニケーションの「低コンテクスト化」を、異文

化間ミスコミュニケーションの緩和策の 1 つとして提案した。 
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